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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年4月10日(2014.4.10)

【公表番号】特表2013-525272(P2013-525272A)
【公表日】平成25年6月20日(2013.6.20)
【年通号数】公開・登録公報2013-032
【出願番号】特願2013-500168(P2013-500168)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  43/13     (2006.01)
   Ｃ０８Ｂ  37/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  15/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  65/331    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/675    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  67/08     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   1/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  43/13    ＣＳＰＤ
   Ｃ０８Ｂ  37/00    　　　Ｇ
   Ｃ０７Ｈ  15/08    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  65/331   　　　　
   Ｃ０７Ｃ  69/675   　　　　
   Ｃ０７Ｃ  67/08    　　　　
   Ｃ１１Ｄ   1/74    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月19日(2014.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の式（Ｉ）： 
　　　Ｒ１[(ＡＯ)ｎ－Ａ－ＯＲ２]ｍ　　　　　（Ｉ）
式中、
　Ｒ１は、少なくともｍ個の活性水素原子を有する基の残基であり、ｍは少なくとも２で
ある；
　ＡＯは、アルキレンオキシド残基である；
　それぞれのｎは、独立して０～１００である；そして
　それぞれのＲ２は、独立してＨまたはアシル基ＣＯＲ３、それぞれのＲ３は、独立して
ポリヒドロキシアルキルもしくはポリヒドロキシアルケニルカルボン酸の残基、ヒドロキ
シアルキルもしくはヒドロキシアルケニルカルボン酸の残基および／またはヒドロキシア
ルキルもしくはヒドロキシアルケニルカルボン酸のオリゴマーの残基であり、平均で少な
くとも２つのＲ２は、アシル基である、
で表される化合物。
【請求項２】
　Ｒ１が、少なくとも３個の遊離のヒドロキシルおよび／またはアミノ基を有する基の残
基である、請求項１記載の化合物。
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【請求項３】
　Ｒ１が、糖の残基である、請求項１または２記載の化合物。
【請求項４】
　３０００～８０００の分子量を有する、請求項１～３のいずれか１項記載の化合物。
【請求項５】
　１．３～１５のＨＬＢを有する、請求項１～４のいずれか１項記載の化合物。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項記載の化合物の、油中水乳化剤、湿潤剤、水中油乳化剤、
洗剤、分散剤および／または可溶化剤としての使用方法。
【請求項７】
　下記の式（Ｉ）： 
　　　Ｒ１[(ＡＯ)ｎ－Ａ－ＯＲ２]ｍ　　　　　（Ｉ）
式中、
　Ｒ１は、少なくともｍ個の活性水素原子を有する基の残基であり、ｍは少なくとも２で
ある；
　ＡＯは、アルキレンオキシド残基である；
　それぞれのｎは、独立して０～１００である；そして
　それぞれのＲ２は、独立してＨまたはアシル基ＣＯＲ３、それぞれのＲ３は、独立して
ポリヒドロキシアルキルもしくはポリヒドロキシアルケニルカルボン酸の残基、ヒドロキ
シアルキルもしくはヒドロキシアルケニルカルボン酸の残基および／またはヒドロキシア
ルキルもしくはヒドロキシアルケニルカルボン酸のオリゴマーの残基であり、平均で少な
くとも２つのＲ２は、アシル基である、
で表される化合物の製造方法であって、基Ｒ１を、アルキレンオキシドと反応させ、次い
で、該反応のアルコキシル化された生成物を、ポリヒドロキシアルキルもしくはアルケニ
ルカルボン酸および／またはヒドロキシアルキルもしくはアルケニルカルボン酸でエステ
ル化することを含む、方法。
【請求項８】
　前記アルコキシル化された生成品の、ポリヒドロキシアルキルもしくはアルケニルカル
ボン酸および／またはヒドロキシアルキルもしくはアルケニルカルボン酸に対するモル比
が、１：２～１：４０の範囲である、請求項７記載の方法。
【請求項９】
　下記の式（Ｉ）： 
　　　Ｒ１[(ＡＯ)ｎ－Ａ－ＯＲ２]ｍ　　　　　（Ｉ）
式中、
　Ｒ１は、少なくともｍ個の活性水素原子を有する基の残基であり、ｍは少なくとも２で
ある；
　ＡＯは、アルキレンオキシド残基である；
　それぞれのｎは、独立して０～１００である；そして
　それぞれのＲ２は、独立してＨまたはアシル基ＣＯＲ３、それぞれのＲ３は、独立して
ポリヒドロキシアルキルもしくはポリヒドロキシアルケニルカルボン酸の残基、ヒドロキ
シアルキルもしくはヒドロキシアルケニルカルボン酸の残基および／またはヒドロキシア
ルキルもしくはヒドロキシアルケニルカルボン酸のオリゴマーの残基であり、平均で少な
くとも２つのＲ２は、アシル基である、
を有する界面活性剤。
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